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第 1 回 白馬村社会福祉推進委員会 会議の要旨 

 

【日 時】令和５年９月 27 日（水曜日）午後１時 30 分～２時 30 分 

【会 場】白馬村保健福祉ふれあいセンター 学習室 

【出席者】 

白馬村民生児童委員協議会 太田 文敏 ○ 

大北医師会 栗田 裕二 ○ 

白馬村議会 尾川 耕 ○ 

白馬村社会福祉協議会 松澤 孝行 ○ 

特別養護老人ホーム 白嶺 岡田 記子 ○ 

介護老人保健施設 白馬メディア 中尾 浩樹 ○ 

小規模多機能 おらの家あそなか 吉羽 一成 ○ 

地域健康づくり支援研究所 健學塾 影山 鈴子 ○ 

白馬村身体障害者福祉協会 山岸 昭夫 - 

白馬村手をつなぐ育成会 丸山 加代子 ○ 

療育・相談支援センター そらいろ 細野 智行 ○ 

社会福祉法人しあわせ クロスロード白馬 田中 好幸 - 

大北圏域障害者総合支援センター スクラムネット 松井 幸夫 - 

白馬村地域包括支援センター 川嶋 一暢 ○ 

白馬村教育委員会事務局子育て支援課 松澤 拓哉 ○ 

大町保健福祉事務所福祉課 渡辺 公恵 ○ 

公募委員 西沢 千賀子 ○ 

公募委員 塩嶋 めぐみ ○ 

    事務局 

白馬村長 丸山 俊郎 ○ 

白馬村健康福祉課 課長 工藤 弘美 ○ 

白馬村健康福祉課 福祉介護係長 太田 和也 ○ 

白馬村健康福祉課 社会福祉士 箱山 哲也 ○ 

 

開 会（13：30） 

 （事務局） 会の成立及び開会を宣言。 

 

1．村長あいさつ 

 （丸山村長）皆さんこんにちは。 

        本日は大変お忙しい中にもかかわらず、白馬村の高齢者福祉及び障害者福祉

に対して日頃からご尽力をいただいております皆様にご参集いただきましたこ
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と、心より感謝を申し上げます。 

さて、コロナウイルス感染症も 5 類に移行し早いものでまもなく 5 ヶ月にな

ろうとしています。この夏は全国的に記録的な猛暑と少雨であり、白馬村でも

昼夜問わず記録的な暑さに見舞われました。夏の忙しい季節から、紅葉シーズ

ン前のこの時期に、今年度第 1 回目の委員会を開催させていただきました。こ

の委員会ですが、後ほど事務局からも説明があろうかと思いますが、端的に申

し上げますと「高齢者福祉計画」「障害者計画」といった、白馬村における高齢

者福祉と障がい者支援につきまして、実施すべき取組とその目標を検討し、将

来に向けた村の方向性を定めるものであります。 

急速な人口減少社会の到来や、少子高齢化のさらなる進行、地球規模での気

候変動による異常気象、大地震や土砂災害の発生など社会情勢は目まぐるしく

変化するとともに、生活や仕事の多様化など、様々な面で大きな変動期を迎え

ています。また、新型コロナウイルス感染拡大は、経済への影響のみならず、

高齢者福祉及び障害者支援の場においても、複雑・多様な対応が求められてき

たところです。 

こうした状況の中で、白馬村では令和 3 年度に第 5 次総合計画の後期計画も

策定しておりますが、より福祉に特化しているのが、「高齢者福祉計画」「障害

者計画」などの各種計画になります。現在策定されております福祉に関する計

画は、今年度の令和 5 年度までを計画期間としています。まずは、現在の計画

につきまして検証をいただき、その上で豊富な知見を有した皆様より率直なご

意見をいただく中で、必要な取組をご提案いただき、次の時代の施策を委員会

としてご検討いただければと思っております。 

お忙しいところ大変申し訳ありませんが、ご理解・ご協力のほどよろしくお

願い申し上げ、会議の冒頭にあたっての挨拶とさせていただきます。 

 

２．委嘱状交付 

 

３．委員及び事務局職員の紹介 

 

４．会長及び副会長の選任 

 （事務局） 立候補者がないことから、事務局案にて承認された。 

        会長 松澤孝行（白馬村社会福祉協議会） 

副会長 太田文敏（白馬村民生児童委員協議会） 

 

５．会議運営に関する確認事項 

  事務局より資料説明 

 （委 員） 議事録と会議資料についてメールでの資料提供をお願いしたい。 

 （事務局） 希望者については提供可能。希望者はお申し出いただきたい旨を伝えた。 
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６．協議事項 

（１）計画策定までのスケジュールについて 

   事務局より資料説明 

（事務局） 委員会設置要綱第７条に「必要に応じて部会を置く」とされていることから、

各委員の専門分野での協議を行いたい。「高齢者福祉部会」と「障がい福祉部会」

に分けて検討することとしたい。 

       現計画の評価や目標への取組状況なども検証し、11 月下旬を目途に次回部会を

開催したい。ただし、北アルプス広域連合や長野県での計画との整合性を取る必

要があることから、開催は前後する可能性があることをあらかじめご了承いただ

きたい。 

   部会において検討する方向で承認された。 

   事務局より部会編成案を配布 

 （委 員） 両部会へ出席することは可能なのか。 

 （事務局） 希望があれば、両部会への出席は可能である。希望者はお申し出いただきたい

旨を伝えた。 

 

（２）現行計画の概要について 

   事務局より令和 5 年度までが計画期間となっている「高齢者福祉計画」「障害者計画」

「障害福祉計画」「障害児福祉計画」について資料説明 

（委 員） 長野県等の計画策定のスケジュールは、白馬村が策定を進める計画と同時期に

進めていくことになるのか。 

 （事務局） お見込みのとおりで年度末に向けて各種データを収集し、策定することとなる。 

 

（３）その他 

   特になし 

 

閉 会（14:30） 

 （事務局） 閉会を宣言 

 

閉会後 

  各部会において部会長を選出。部会長は部会の議長を務める。 

  高齢者福祉部会 部会長 太田文敏（白馬村民生児童委員協議会） 

  障がい福祉部会 部会長 細野智行（療育・相談支援センター そらいろ） 


